
会員の皆様からの声 ： 就業現場だより「芝刈り作業 - 超高齢化時代の対応｣2024.12 

 私は 2024 年から芝刈り作業の請負を始め、2024 年 7月の記事（下記ＰＤＦ）でご

紹介しました。未だ件数は少ないのですが、芝刈り作業の今後の対応として傾向と

なりそうな状況がありましたのでご紹介します。 

センターの芝刈り作業は次のような経過がありました。（推測を含む） 

①センターに電動芝刈機（今は老朽化で使用不可）があり、かつては機械が有れ

ば仕事を受注できた。 

②しかし、ホームセンターで販売の家庭用の電動芝刈機が普及し、仕事が激減。 

           

超高齢化時代の近年は、電動芝刈機を保有のお客様より受注（推測を含む） 

 ①体力の低下で、電動芝刈機が使えない。 

 ②加えて、お庭のお手伝い対応（芝刈り＋お手伝い）で受注拡大 

  例えば、やや重たい植木鉢の配置替え（仕事として対応）。他にお庭の清掃？ 

 シルバー人材センター側も高齢

者であり、現場確認時にお手伝いの

内容を良く確認する必要あり。（繁

忙の植木班、草取班がやらない仕

事のお手伝い） 

 今後、芝刈り作業を継続し、具体

的な対応内容を整理してご提案に

繋げたいと考えます。受注拡大す

れば電動芝刈機を保有する会員と

共に班を作る等への期待あり。 
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